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　上記の方法による調査の結果，蘇州を描いた従軍画家は 29 名，その作品図版は全部で 49 点発見され
た。表 1 はその一覧である。表 1 の画家名は生年順を第 1 基準に，没年順を第 2 基準に配列し，生没年
不詳の画家は確定情報の多い順で末尾にまとめる。
表 1　画家と作品
№ 画家（29 名） 生没年 中国大陸従軍記録 作品題名（49 点） 図版出典




2 石川寅治 1875～1964 38 年北・中支従軍 ⑤江南の春（蘇州） 『聖戦美術』
3 吉田博 1876～1950 38，40 年中支従軍 ⑥蘇州 一枚刷り
4 石井柏亭 1882～1958 38 年北・中支従軍 ⑦江南水郷蘇州 軍事郵便絵葉書
5 南薫造 1883～1950 39 年中支従軍 ⑧水辺の彩屋 戦前絵葉書




7 五味清吉 1886～1954 38 年中支従軍 ⑬蘇州北寺の塔 軍事郵便絵入封筒
⑭蘇州春の裏町 『日展史（13）』
⑮中国風景 『五味清吉展』
8 清水登之 1887～1945 37 年中支従軍 ⑯蘇州城外 軍事郵便絵葉書
9 熊岡美彦 1889～1944 39 年北・中・南支従軍 ⑰蘇州獅子林 『聖戦美術』
10 神津港人 1889～1978 38 年北支，39 年中支従軍 ⑱蘇州城外の景（雨後） 軍事郵便絵葉書
⑲蘇州 『船の科学館』
11 佐々貴義雄 1890～1987 38 年中支従軍 ⑳楓橋警備 『聖戦美術』
12 奥瀬英三 1891～1975 38 年南支従軍 ㉑蘇州 軍事郵便絵葉書
㉒蘇州滄浪亭 軍事郵便絵葉書





14 中川紀元 1892～1972 37 年中支従軍 ㉗蘇州風景 『船の科学館』
15 東谷桃園 1893～1976 39 年北・中支従軍 ㉘蘇州虎丘 『船の科学館』
16 林唯一 1895～1972 38，40，42 年中・南支従軍 ㉙蘇州の橋 戦前絵葉書
㉚蘇州獅子林園 『靖国之絵巻』
17 江藤純平 1897～1987 38 年中支従軍 ㉛蘇州 『日展史（13）』
18 橋本徹郎 1900～1959 38 年中支従軍 ㉜蘇州 『船の科学館』
19 向井潤吉 1901～1995 37 年北支，38 年中支従軍 ㉝姑蘇雨情 軍事郵便絵葉書
㉞影（蘇州上空にて） 一枚刷り
20 住谷磐根 1902～1997 37 年中支従軍 ㉟蘇州城 『船の科学館』
21 佐藤一章 1905～1960 不詳 ㊱蘇州平和来 『聖戦美術』
22 青山龍水 1905～1998 37 年北・中支従軍 ㊲水都蘇州 軍事郵便絵葉書
㊳蘇州所見 軍事郵便絵葉書
23 服部正一郎 1907～1995 38 年北支，40 年中支従軍 ㊴橋上歩哨（蘇州） 『聖戦美術』
㊵蘇州にて 『船の科学館』
24 鈴木貞三 1912～2009 39 年中支従軍 ㊶蘇州風景 軍事郵便絵葉書
㊷蘇州寒山寺 軍事郵便絵葉書
25 古島松之助 不詳 37 年中支従軍 ㊸蘇州寒山寺 軍事郵便絵葉書
㊹蘇州所見 軍事郵便絵葉書
㊺蘇州虎邱山の古塔 軍事郵便絵葉書
26 松林義英 不詳 39 年中支出征 ㊻蘇州風景 軍事郵便絵葉書
27 武内英男 不詳 従軍・時期不詳 ㊼蘇州城外横塘的亭子橋 軍事郵便絵葉書
28 小合保一郎 不詳 不詳 ㊽蘇州獅子林 『聖戦美術』
29 與條 不詳 不詳 ㊾蘇州寒山寺 軍事郵便絵葉書
2. 4　画家の属性について
　従軍画家の中国大陸派遣は 1937～39 年の 3 年間がピークであった。当時の従軍画家の年齢構成につ
いて，38 年を基準に，派遣された従軍画家たちの生年に基づいて推算すると，表 2 のようになる。蘇
州を描いた従軍画家という限られたデータによる統計ではあるが，当時中国大陸に赴いたのは 40 代を
中心とする中堅の画家たちであった事実が浮かび上がってくる。
表 2　1938 年頃の画家（29 名）の年齢分布
































身者（卒業生，中退者など）が 29 名中の 14 名で，全体の半数近くを占めることが分かる。
表 3　美術関連の出身校一覧
画家名 美術関連出身校 卒業・中退等の時期
小林万吾 東京美術学校西洋画科 1898（明治 31）年 7 月卒
石井柏亭 東京美術学校西洋画科 1905（明治 38）年中退
南薫造 東京美術学校西洋画科 1907（明治 40）年 3 月卒
大野隆徳 東京美術学校西洋画科 1911（明治 44）年 3 月卒
神津港人 東京美術学校西洋画科 1912（明治 45）年 3 月卒
中川紀元 東京美術学校彫刻科 1912（明治 45）年 3 月中退
熊岡美彦 東京美術学校西洋画科 1913（大正 2）年 3 月卒
五味清吉 東京美術学校西洋画科 1913（大正 2）年 3 月卒
江藤純平 東京美術学校西洋画科 1923（大正 12）年 3 月卒
武内英男 東京美術学校西洋画科 1925（大正 14）年 3 月卒
佐藤一章 東京美術学校西洋画科 1929（昭和 4）年 3 月卒
青山龍水 東京美術学校図画師範科 1929（昭和 4）年 3 月卒
鈴木貞三 東京美術学校西洋画科 1936（昭和 11）年 3 月卒
松林義英 東京美術学校西洋画科 不詳
石川寅治 小山正太郎に学ぶ 1891（明治 24）年
吉田博 不同舎に学ぶ 1894（明治 27）年
清水登之 渡米フォッコ・タダマ画塾 1907（明治 40）年留学
古城江観 福井江亭，山元春挙に学ぶ 1910 年代頃（大正初期）
佐々貴義雄 太平洋画会研究所 1906（明治 39）年入所
奥瀬英三 太平洋画会研究所 1912（明治 45）年入所
林唯一 川端画学校 1916（大正 5）年頃在学
住谷磐根 川端画学校 1921（大正 12）年頃在学








　画家の専門について調べたところ，表 4 が示すように，従軍画家の 29 名中洋画家が 26 名で全体の 9
割を占め，圧倒的に多い実態が見えてくる。
表 4　画家の専門分布










いのは「水郷」と「庭園」で，この 2 つの内容は全体の 7 割近くを占める事実が浮かび，画家たちが蘇
州の独特な風景に強く惹きつけられていた一面が見えてくる。
表 5　モチーフの分布





⑤⑪⑬⑭㉘㊺ ⑮㉜㊱㊲ ㉖㉟ ⑳㊹ ㉞
数量 22（44.9％） 12（24.5％） 6（12.2％） 4（8.2％） 2（4.1％） 2（4.1％） 1（2％）
合計 49
　従軍画家たちが描いた戦地記録画は，風景と戦争とのかかわり方に基づき大きく 3 つのタイプに分け















数量 36（73.5％） 13（26.5％） 0
合計 49
　表 6 を見ると，従軍画家たちが描いた蘇州関連の作品の中で，タイプ 1 の純粋な風景画の作品は全体


















































　南薫造は 4 月 8 日の日記で蘇州の町並みや一行の写生活動について，次のように綴っている。
　「河に沿ふ人家が甚だ引付けた。楊柳は出たばかりの新芽をボーッとさせて居る。小林氏，松林君，




広島宇品港から出港し 4 月 3 日に上海に到着した後，江蘇省の蘇州，浙江省の杭州，江西省の九江など
へと移動していた。小林は途中体調不良により予定を 3 日繰り上げ 5 月 13 日にさきに帰国したけれど





い」（藤崎 2005 p 25）（下線は彭による。以下同。）
　軍事郵便絵葉書の中で小林が描いた作品図版①「蘇州獅子林」が発見されている。それは一行の獅子林
での写生活動にかかわる 1 枚ではないかと思われる。小林は 1939 年の第 3 回新文展に「林泉」（915×
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3. 3　吉田博（よしだひろし　1876～1950）








明だが，⑥の図版により彼は 1940 年までの数回の大陸従軍の中で少なくとも 1 回蘇州を写生旅行で訪
れていたことが分かる。
3. 2　石川寅治（いしかわとらじ　1875～1964）













　石井が生前まとめた『柏亭自伝』（1971 p 400）の年譜では 1938 年頃の従軍について，「八月，陸軍
省恤兵部の嘱を受け。硲伊之助と北支，蒙疆に赴き，張家口，北京に作画。十月，海軍の嘱を受け上海
に赴き，「軍艦出雲」と「上海油公司之戦闘」の二作の下図を作り（3），次いでその大作に着手。はじめ
て蘇州を見る」と記されている。日展史編纂委員会（1984a p 700～701）の 1938 年新文展年表では 7
月 28 日に「石井柏亭，硲伊之助　陸軍嘱託画家として渡支」，9 月 4 日に「石井柏亭，硲伊之助　北支






　南薫造の『従軍日記』によれば，彼は 1939 年 4 月 3 日～5 月 16 日の間に小林万吾，鈴木貞三ととも








（藤崎 2005 p 24～26）
　「四月九日。曇。和。……小生は昨日見て置いた橋を画く準備をする。松林君も此橋を何處からか画
くと云ふ。」（藤崎 2005 p 26）
　南が描いた従軍関連の風景画図版は 21 枚見つかり，分布地域は上海市，江蘇省（南京，蘇州），浙江
省（杭州），江西省（九江）に及んでいる。蘇州が描かれた風景画図版は 1 枚発見されている。1939 年





















　佐々木（1986 p 160）では，五味は「昭和 11 年（1936）の 4 月から 6 月にかけて，朝鮮，南満州を
旅行した。……昭和 13 年（1938）と昭和 14 年（1939）には従軍画家として中国を訪れたようである。
……最後の中国旅行は昭和 16 年（1941）であった」と記されている。飯野（2005 116 号 p 19）によれ
ば，五味は 1938 年に陸軍に従軍し「中支」（華中，華東）に赴いた。加藤（2016 p 82）では盛岡市先
人記念館の研究結果に基づき五味の年譜において次のようにまとめられた。五味は 1936 年 4 月 25 日に
「朝鮮に渡り，2 ヶ月滞在。……その後中国を旅行。大連，奉天，承徳を訪問」，37 年 3 月に「中国，天
津方面を旅行」，38 年 3 月に「中国従軍画家として上海，南京，蕪湖，杭州を視察」，39 年 4 月 14 日
「陸軍美術協会結成。発起人に加わる。中国従軍画家として渡る」，40 年「10 月 29 日から約 1 ヶ月半，














いて 4 回触れている。1937 年 10 月～38 年 1 月「上海，南京等を取材」，1938 年 10 月～39 年 2 月「漢
口攻略に従軍すべく出発。10 日に福岡より飛行機に乗り，上海大場鎮の飛行場着」，1943 年 6～9 月
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3. 11　佐々貴義雄（ささきよしお　1890～1987）
　飯野（2005 116 号 p 17，117 号 p 33）では，佐々貴は従軍画家として吉田博とともに 1938 年 9 月に






　熊岡の従軍歴について，飯野（2005 p 13）では 1937 年 11 月に「水戸連隊へ応召入隊」と記され，
東京文化財研究所の HP データでは 1939 年に「北，中，南支従軍」，「海軍省及び陸軍省の嘱託として
南支方面に従軍，二月一日出発した」，日展史編纂委員会（1984b p 585）の新文展年表では 1940 年 2
月 5 日に「陸軍省南支派遣軍の招聘で渡支」（3 月 21 日まで）とそれぞれ記されている。熊岡が「中
支」の華東地区に従軍したことに関連する作品図版は 3 枚（南京風景 2 枚と蘇州風景 1 枚）発見されて
いる。蘇州風景は『聖戦美術』掲載のモノクロ図版⑰「蘇州獅子林」である。
3. 10　神津港人（こうずこうじん　1889～1978）
　飯野（2005 116 号 p 19，20，118 号 p 24）によれば，神津は 1938 年に陸軍従軍で「北支」（華北）
へ，39，41 年に 2 度に渡り海軍従軍で「中支」（華中，華東）へ赴いていた。佐久市立近代美術館
（1997）の略年表では神津は 1938（昭和 13）年に「海軍の従軍画家として中国北部を旅行」，1941（昭
和 16）年に「海軍の従軍画家として中国中部を旅行」と記され，五十殿（2010 p 789）では『旬刊美術
新報 1.4』を引用し，神津が 1941 年 7 月「満洲国新京へ急行，同国参議丁鑑修氏の肖像を揮毫，承徳
（熱河省首都）に旅し直路七月末帰京」と記されている。
　神津の従軍関連の作品図版は全部で 8 枚発見されているが，蘇州を描いたものは⑱「蘇州城外の景
（雨後）」と⑲「蘇州」（730×907 mm，船の科学館所蔵）の 2 枚である。長野県信濃美術館（1985）の
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3. 15　東谷桃園（ひがしたにとうえん　1893～1976）
　飯野（2005 116 号 p 21）では 1939（昭和 14）年「3 月 26 日東谷桃園，従軍画家として出発。〈中北
支蒙疆満鮮に亘り二ヶ月半の従軍写生旅行〉より 6 月 10 日帰還」と記されている。東谷の蘇州関連作
品図版は 1 枚発見されている。船の科学館に所蔵された㉘「蘇州虎丘」（793×578 mm，1939 年作）で






　中川の従軍について，飯野（2005 116 号 p 13）では 1937 年 11 月初旬「従軍画家として上海に出か
けた」，11 月上旬から下旬にかけて「海軍従軍画家として上海，南京方面へ」，12 月に「従軍画家とし










　江藤は，1938 年 5 月 8 日に中村研一，向井潤吉，小磯良平などとともに陸軍報道班のメンバーとし
て上海方面に赴き，1939 年 7 月には他の 9 名の嘱託従軍画家とともに陸軍美術協会，朝日新聞社主催
の第 1 回聖戦美術展（6 日～23 日）の出品画家リストに名を連ねていた（飯野 2005 116 号 p 15，22）。
江藤がいつ頃蘇州を訪れたかについて詳細な情報は不明である。江藤が描いた従軍関連の作品図版は全
部で 5 枚発見されているが，画題に反映された地域には，上海市，浙江省（金華），江蘇省（蘇州）が
含まれる。その中で蘇州にかかわる作品は㉛「蘇州風景」の 1 枚で，1938 年第 2 回新文展の出品作の
モノクロ図版として残っている。
p 18）によれば，林は 1938 年に「中支」（華中，華東）に従軍していた。弥生美術館（1993 p 2）の林





は 2 枚発見され，1 枚目の㉙「蘇州獅子林園」は 1940 年秋季刊行の『靖国之絵巻』に掲載されたもの
で，2 枚目の㉚「蘇州の橋」は正確な刊行年は特定できないが，戦前絵葉書に印刷されたものである。
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3. 20　住谷磐根（すみやいわね　1902～1997）
　飯野（2005 116 号 p 13）によれば，住谷は 1937 年 11 月中旬から下旬にかけて海軍従軍画家として
上海，南京方面に赴いた。住谷が戦時中群馬県の地方紙「上毛新聞」に寄稿した「江南画信」「続江南
画信」（手島 2008，東中野 2013）によれば，彼は 1937 年 11 月 12 日後に上海に入り，12 月 12 日に軍
艦に便乗し上海から揚子江に遡り水路で江蘇省の江陰，鎮江，南京へと移動していた。画信では上海か
ら南京に行く往路での写生取材の体験を詳しく記している。東中野（2013 p 146）では，住谷は 1938
年 1 月 3 日に上海に戻ったと記されているが，画信の中では蘇州に関する内容や上海に戻った帰路の話
は綴られていない。
　住谷の蘇州関連の作品図版は 1 枚発見されている。それは船の科学館所蔵の㉟「蘇州城」（320×






ていた。飯野（2005 116 号 p 13，15，16，117 号 p 7，119 号 p 12）によれば，彼は 1937 年には華北，
38 年には華中，華東，41～42 年にはフィリピン，44 年にはビルマ（現ミャンマー）などに従軍してい
た。1937 年頃の従軍は彼の従軍手記『北支風土記』（1939）に詳しく記されている。1938 年の従軍につ
いて，日展史編纂委員会（1984a p 699）の「新文展年表」では 6 月 27 日に「向井潤吉，小磯良平，柏
原覚太郎　上海から帰国」，橋本（2010 p 155）の「向井潤吉略年譜」では 1938 年 5 月「中村研一，小
磯良平，朝井閑右衛門，脇田和，柏原覚太郎，江藤純平，南政善と上海に赴き，上海軍報道部の委嘱に
より記録画を制作する」とそれぞれ記されている。
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3. 23　服部正一郎（はっとりしょういちろう　1907～1995）
　服部の従軍記録について，真部（1985 p 165）では 1938 年「従軍画家として，支那方面の艦隊に乗









　鈴木は 1939 年の従軍当時 27 歳で，表 2 が示すように，蘇州を訪れた従軍画家の中でもっとも若いメ
ンバーであった。南薫造の日記によれば，鈴木は当時小林万吾の助手として同行していた。一行が蘇州












　古島について，飯野（2005 116 号 p 13）では 1937 年「10 月中旬から下旬　古島松之助，三国久，高




の 3 枚である。㊸はタイプ 1 の純粋な風景で，㊹㊺はタイプ 2 の時局風景である。㊹には水牛に乗る兵
士が，㊺には虎丘塔風景と点景の兵士がそれぞれ描かれている。






くと云ふ。小林，鈴木，雨田の三君は寒山寺に向かふ。」（藤崎 2005 p 26）
　2 枚目の絵葉書図版は蘇州の寒山寺の境内が描かれた㊷であるが，鈴木が小林，雨田の 2 人と一緒に
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3. 27　武内英男（たけうちひでお　生没年不詳）
　武内の名は，文献調査では 2 ヶ所に現れている。1 つは東京美術学校 1925（大正 14）年の卒業生名
簿，もう 1 つは飯野（2005 116 号 p 22）の出征・従軍画家リストである。武内のプロフィールや従軍
時期と経路に関する情報は不明である。武内が描いた作品図版は 5 枚発見され，いずれも軍事郵便の絵
葉書に印刷されたものである。それぞれの画題には華東の上海市，浙江省（杭州），江蘇省（蘇州，南
京），安徽省（蕪湖）が含まるが，蘇州を描いた 1 枚は㊼「蘇州城外横塘の亭子橋」である。70 年前の
絵葉書に印刷された図版とは言え，哀愁漂う亭子橋の風景は見る人の目を引き付け旅情をそそる。
3. 26　松林義英（まつばやしよしひで　生没年不詳）
　藤崎（2005 p 17）は南薫造の日記を整理し，一行の中国での主な旅程について「4 月 3 日に上海に上
陸，同月 7 日に蘇州に向かい，11 日に再び上海に戻っている。蘇州行には雨田と松林も加わり，南等























































が随分あります。」（「戦争画と芸術性」『美術』8 月号 1944 年，針生他 2007 年 p 253）
（ 2 ）松林（義英）と雨田（正）は現地出征中の兵士で一行の世話役を務めた者で，松林は東京美術学校師範科
在学中に，雨田は油絵科予備科在学中に応召したと見られる。




（ 5 ）㉞は筆者所収の戦前の 1 枚刷りのカラー図版によるものだが，同作品の原画（1941 年作，油彩 847×
905 mm）は福富太郎コレクションに所蔵されている。原画は経年による変色のためか，画面全体がより黄色
くなっている。
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